
 

第２８６回 教育研究評議会議事要録 

 
１ 日 時  令和８年５月２２日（金）午後２時３０分～午後３時５５分 
２ 場 所  本部６階 大会議室 及び ＷＥＢ（Teams 使用） 
３ 出席者  藤澤学長 

木戸、玉置、河端、喜多、玉岡、松尾、白鳥、中畑、梅屋、青山、佐藤(春)、 
津田、浦野、興津、金京、勇上、鈴木、梶原、井上、竹内、勝二、児玉、石田、 
秋末、藤井、南、臼井、太田、白井、万年、佐俣、内田、小川、白川、 
蔭山、西谷、佐藤(隆)、近藤(徳)、黒田、渡邊、菊池、的場、木村、宮脇、近江戸、 
片桐、近田、田中の各評議員 

４ 欠席者    森山(睦)、平山の各評議員 
５ オブザーバー 濵田監事、向井副学長、大川副学長、福本副学長、長坂副学長、高橋学長補佐、眞

庭学長補佐、松山学長補佐、辻学長補佐、藤濤学長補佐、和泉地域連携推進本部副

本部長、森山(英)ウェルビーイング推進本部副本部長、森垣バイオシグナル総合研

究センター長、奥田内海域環境教育研究センター長、近藤(民)都市安全研究センタ

ー長、杉岡海洋底探査センター長、金子社会システムイノベーションセンター長、

上東計算社会科学研究センター長、吉岡先端膜工学研究センター長、中山環境保全

推進センター長 
 
 
６ 議 事  
審議事項 

（１） 医学部附属病院国際がん医療・研究センターの改組について 

    「医学部附属病院国際がん医療・研究センター」から「医学部附属国際がん医療・研究セン

ター」へと位置づけを変更する改組について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（２） 令和８年度「大学・高専機能強化支援事業（高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係

る支援）【重点分野支援枠】」への申請について 

    大学改革支援・学位授与機構の公募「大学・高専機能強化支援事業（高度情報専門人材の確

保に向けた機能強化に係る支援）【重点分野支援枠】」への申請について説明があり、審議の結

果、原案のとおり承認した。 

 

（３） 令和８年度大学教育再生戦略推進費「未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出

事業」公募への申請について 

    文部科学省が公募する令和８年度大学教育再生戦略推進費「未来を先導する世界トップレベ

ル大学院教育拠点創出事業」への申請について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認し

た。 

 

（４） 神戸大学学術・社会共創機構規則の一部改正について 

    学術・社会共創機構に、新たに機構長補佐を設置することに伴い、神戸大学学術・社会共創

機構規則を一部改正することについて説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（５） 放送大学との協定更新について 

    神戸大学と放送大学との間における単位互換に関する協定書についての覚書の更新につい

て説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 
 



 
 
報告事項 
（１） 海外の大学との学術交流協定等の更新について 

以下の大学との大学間学術交流協定を更新したことについて報告があった。 
１ 香港大学（中国） 
２ ピッツバーグ大学（アメリカ） 
３ 王立プノンペン大学（カンボジア） 

 
（２） ユネスコチェアについて 

ユネスコチェア事業が第３期目となる２０２６年３月３０日から２０３０年６月３０日ま

で更新承認されたことについて報告があった。 
 
（３） 国際競争力けん引学部等の認定について 

文部科学省高等教育局参事官（国際担当） より、令和 8 年度国際競争力けん引学部等の認定

の申請について依頼があり、各学部へ申請の意向を確認していることについて報告があった。 
 

（４） 神戸大学データマネジメントプランについて 
神戸大学データマネジメントプランにおける研究データ管理・利用の考え方について報告が

あった。 
 

（５） 木下海外研究支援事業の募集について 
令和 8 年度木下海外研究支援事業の募集の開始について報告があった。 

 
（６） 文部科学省・ＪＳＴ「先端研究基盤刷新事業（ＥＰＯＣＨ）」への応募について 

文部科学省及びＪＳＴ「先端研究基盤刷新事業（ＥＰＯＣＨ）」への応募について報告があっ

た。 
 

（７） 神戸大学と海外協定大学間のダブルディグリー・プログラムの実施における授業料等相互不

徴収の申請について 
経営学部（学士課程）と香港中文大学とのダブルディグリー・プログラムの実施における授

業料等を、相互不徴収とすることについて報告があった。 
 

（８） 次世代研究者挑戦的研究プログラム（ＳＰＲＩＮＧ）の申請について 
次世代研究者挑戦的研究プログラム（ＳＰＲＩＮＧ）への申請について報告があった。 
 

（９） ＪＳＴ産業・科学革新人材事業（ＩＮＳＩＧＨＴ）の公募について 
ＪＳＴ産業・科学革新人材事業（ＩＮＳＩＧＨＴ）の公募について報告があった。 

 
以上 


